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業績予想の修正に関するお知らせ 

2021 年６月 11 日に公表いたしました、2022 年４月期第２四半期（累計）の業績予想を下記の通り  

修正いたしましたのでお知らせいたします。 

記 

●業績予想の修正について 

2022 年４月期第２四半期（累計）連結業績予想数値の修正（2021 年５月１日～2021 年 10 月 31 日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 親会社株主に帰属

する四半期純利益 

1 株当たり四半期純利益 

前回発表予想（Ａ） 百万円 

4,309  

百万円 

45  

百万円 

55  

百万円 

35  

円 銭 

6.34  

今回発表予想（Ｂ） 4,414 124 131 83 14.78 

増減額（Ｂ－Ａ） 104  79  76  47   

増減率（％） 2.4 174.0 139.1 133.1  

（ご参考）前期第２四半期実績 

（2021 年 4 月期第 2 四半期） 
4,674 243 289 210 37.47 

2022 年４月期第２四半期（累計）個別業績予想数値の修正（2021 年５月１日～2021 年 10 月 31 日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 四半期純利益 1 株当たり四半期純利益 

前回発表予想（Ａ） 百万円 

3,357  

百万円 

28  

百万円 

112  

百万円 

96  

円 銭 

17.12 

今回発表予想（Ｂ） 3,616 130 217 165 29.41 

増減額（Ｂ－Ａ） 259  102  105  69   

増減率（％） 7.7 359.1 93.3 71.8  

（ご参考）前期第２四半期実績 

（2021 年 4 月期第 2 四半期） 
－ － － － － 

（注）当社は、2021年４月期第２四半期においては、個別の四半期財務諸表を開示していないため、2021年４月

期第２四半期（累計）の個別実績の記載をしておりません。 



修正の理由 

(１) 第２四半期累計期間連結業績予想の修正理由 

連結業績の売上につきまして、今期においても、新型コロナウイルス感染症のまん延や、豚熱など家畜

感染症の発生が続いており、防護服・環境資機材事業では、感染防止対策、防疫作業対策など、社会の緊

急的な需要に対する売上が、当初の見通しを上回りました。その結果、個別業績では、前回発表の予想を

259百万円上回る見込みです。一方、アパレル資材を扱う海外子会社では、市場の低迷と新型コロナウイル

ス感染症の影響が大きく、売上高が予想未達の状況であり、連結売上高としては、前回発表の予想を104

百万円上回る見込みです。利益につきましては、防護服・環境資機材事業の業績が貢献し、前回発表の業

績予想より、営業利益で79百万円、経常利益で76百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益で47百万円

上回る見込みです。 

(２) 第２四半期累計期間個別業績予想の修正理由 

修正理由につきましては、(１)の 第２四半期累計期間連結業績予想の修正理由と同様の理由です。 

(３) 通期の連結及び個別業績予想について 

通期業績につきましては、下半期において、新型コロナウイルス感染症のまん延長期化により、市場動

向や経済活動の見通しの判断が難しく、防護服を中心とした感染対策用資材の需給バランスや、アパレル

資材事業への影響が不透明であるため、連結及び個別とも、業績予想を変更しておりません。今後、通期

の業績予想を修正する必要が生じた場合は、速やかに開示いたします。 

 

（注 1）上記に記載されている業績見通し等将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であ

ると判断する一定の前提に基づいており、当社としてその実現を約束する趣旨のものではありません。実際

の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

 

以   上 


